












要約: 1995 年出生の超低出生体重児の 3 歳時予後調査を実施するに当たり、全国の各施

設におけるフォローアップの実施状況について予備調査を行い、1990 年出生児を対象と

した前回の予備調査結果と比較検討した.

  その結果、対象とした 283施設のうち 204 施設(72%)から協力が得られ、全対象患者 1744

名の 83%について予後調査が可能であることが判明した.大半の施設で、自分の施設でフ

ォローアップを行っており、小学校就学までフォローしている施設が大半を占めた.

  3 歳時における発達評価法としては、津守稲毛式、遠城寺式、新版 K 式をほとんどの施

設で実施しており、多施設での客観的評価が可能と考えられた.  これらの検査法をべー

スとして共同研究プロトコールを作成し、次年度の調査に活用することができよう.


